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第１章 調 査 の 概 要 

 

１ 調査の目的 

さつま町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の見直しに当たり、既存データでは把握困難な高齢

者等の実態や意識・意向を調査・分析し、計画策定の基礎資料とする。 

 

２ 調査時期 

令和４年 12月１日（木）～令和５年１月 31日（火） 

 

３ 調査対象及び調査方法 

調査の種類 一般高齢者調査 若年者調査 在宅要介護(要支援)者調査 

調査対象者 

介護保険の被保険者で 65

歳以上の高齢者のうち、要

介護認定を受けていない者 

40 歳以上 65 歳未満の者の

うち、要介護認定を受けて

いない者 

介護保険の被保険者で要介

護認定を受けている者（在

宅） 

対象者の抽出 無作為抽出 無作為抽出 無作為抽出 

調査方法 
民生児童委員による配布・

回収 
民生児童委員による配布・

回収 
居宅介護支援専門員による

配布・回収 

４ 調査数及び回収率 

調査の種類 一般高齢者調査 若年者調査 在宅要介護(要支援)者調査 

配布数 534 534 420 

回収数 478 469 383 

回収率 89.5％ 87.8％ 91.2％ 

 

 

５ 報告書利用上の注意 

・単一回答における構成比（％）は、百分比の小数点第２位を四捨五入しているため、合計は 100％と

一致しない場合がある。 

・構成比（％）は、回答人数を分母として算出している。 

・表記中のｎ＝は、回答者数を表している。 
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第２章 調 査 結 果 の 総 括 

介護・介助の必要性 

介護・介助の必要性は、一般高齢者の約９割は「介護・介助は必要ない」とし、在宅要介護者の８割

強は「現在、何らかの介護を受けている」としている。なお、前回調査比較して、一般高齢者の「何ら

かの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」は 3.8ポイント減少している。 

 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅要介護者 

 

 

 

  

90.4%

85.2%

5.0%

8.8%

2.9%

4.0%

1.7%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）

無回答

6.8%

8.2%

6.8%

4.9%

84.9%

85.4%

1.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）

無回答
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介護・介助が必要になった主な原因については、「認知症（アルツハイマー病等）」31.3％が最も高く、

次いで「骨折・転倒」19.7％「高齢による衰弱」17.4％となっている。 

 前回調査と比較すると、「認知症（アルツハイマー病等）」は 3.6ポイント増加した一方、「高齢に

よる衰弱」は 6.9ポイント、「視覚・聴覚障害」は 8.6ポイント、減少している。 

高齢者の骨折による長期間の安静状態は、下半身の筋力低下や歩行困難を招き、寝たきりにつながる

一因となることから、加齢とともに現れる身体機能の低下を抑制するため、健康教室等への参加を積極

的に促すことが必要である。 

 

在宅要介護者 

 

 

  
31.3%

19.7%

17.4%

17.1%

9.1%

8.8%

8.3%

5.1%

3.7%

3.1%

2.8%

2.8%

2.6%

15.1%

0.9%

27.7%

22.8%

24.3%

19.1%

10.3%

16.1%

5.2%

13.7%

3.0%

2.4%

5.2%

2.7%

3.0%

15.2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

認知症(アルツハイマー病等)

骨折・転倒

高齢による衰弱

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

心臓病

関節の病気（リウマチ等）

糖尿病

視覚・聴覚障害

パーキンソン病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

腎疾患（透析）

脊椎損傷

その他

不明

今回調査

(n=351)

前回調査

（R1）

(n=329)
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まわりの人との「たすけあい」 

家族や友人・知人以外の相談相手は、一般高齢者では約３割が「社会福祉協議会・民生委員」「医師・

歯科医師・看護師」となっている。一方、在宅要介護者では「ケアマネジャー」が約７割と多くなって

いる。 

前回調査と比較して、一般高齢者では「自治会・町内会・老人クラブ」は５ポイント以上減少してい

る一方、「そのような人はいない」は７ポイント以上増加している。 

 

一般高齢者                    在宅要介護者 

 

  

 

 

  

25.5%

25.3%

16.7%

10.5%

2.1%

10.7%

29.7%

29.2%

28.2%

12.3%

16.3%

4.2%

7.5%

22.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社会福祉協議会・民生委員

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役

所・役場

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

その他

そのような人はいない

今回調査

(n=478)

前回調査

（R1）

(n=479)

71.3%

38.1%

18.3%

15.4%

7.0%

6.5%

12.8%

70.6%

30.5%

17.6%

21.4%

8.0%

6.0%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役

所・役場

社会福祉協議会・民生委員

自治会・町内会・老人クラブ

その他

そのような人はいない

今回調査

(n=383)

前回調査

（R1）

(n=364)
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健康状況（疾病状況） 

現在治療中又は後遺症のある病気については、一般高齢者、在宅要介護者ともに「高血圧」が約５割

以上となっており、次いで一般高齢者では「糖尿病」、在宅要介護者では「認知症（アルツハイマー病

等）」が上位となっている。 

前回調査と比較して、一般高齢者では「糖尿病」が５ポイント以上増加、在宅要介護者では「筋骨格

の病気（骨粗しょう症、関節症等）」、「目の病気」は 6.0ポイント以上減少している。 

 

一般高齢者                    在宅要介護者 

 

    

48.5%

17.8%

16.7%

15.9%

13.8%

11.3%

8.4%

6.7%

5.2%

4.8%

4.4%

4.2%

4.2%

2.9%

1.5%

1.5%

0.4%

0.4%

4.8%

50.1%

12.7%

11.3%

14.8%

10.6%

14.0%

7.7%

7.7%

2.5%

6.9%

4.6%

5.0%

1.7%

1.7%

1.3%

0.6%

0.0%

0.6%

5.6%

0% 20% 40% 60%

高血圧

ない

糖尿病

目の病気

高脂血症（脂質異常）

筋骨格の病気（骨粗しょう

症、関節症等）

心臓病

腎臓・前立腺の病気

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

耳の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支

炎等）

がん（悪性新生物）

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

その他

今回調査

(n=478)

前回調査

（R1）

(n=479)

52.5%

29.5%

27.7%

20.1%

17.5%

15.9%

14.6%

10.7%

10.4%

8.4%

7.6%

6.5%

6.0%

3.9%

3.4%

2.3%

2.3%

2.1%

9.4%

49.7%

25.3%

35.7%

26.1%

18.4%

11.5%

20.1%

11.8%

9.1%

12.1%

9.9%

6.0%

11.0%

2.2%

2.5%

0.8%

3.8%

0.8%

9.1%

0% 20% 40% 60%

高血圧

認知症(アルツハイマー病等)

筋骨格の病気（骨粗しょう

症、関節症等）

目の病気

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

糖尿病

心臓病

腎臓・前立腺の病気

高脂血症（脂質異常）

外傷（転倒・骨折等）

呼吸器の病気（肺炎や気管支

炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

耳の病気

がん（悪性新生物）

パーキンソン病

血液・免疫の病気

うつ病

ない

その他

今回調査

(n=383)

前回調査（R1）

(n=364)
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住み慣れた地域での居住意向 

住み慣れた地域での居住意向については、一般高齢者、在宅要介護者ともに８割以上が「現在の住居

にずっと住み続けたい」とし、住み慣れた地域における生活を望んでいることが伺えるものの、「在宅

要介護者」では「介護保険施設に入所したい」とする回答も一定数みられる。 

前回調査と比較して、「現在の住居にずっと住み続けたい」は一般高齢者が 3.7ポイント増加、在宅

要介護者が 8.4ポイント増加している。 

 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅要介護者 

 

 

 

  

89.3%

85.6%

2.5%

3.1%

0.4%

0.6%

1.9%

2.3%

1.0%

1.0%

0.2%

0.0%

0.6%

1.5%

0.6%

1.3%

1.5%

0.4%

1.9%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

現在の住居にずっと住み続けたい
買い物や通院に便利な市街地に住居を買って（借りて）移り住みたい
自然豊かで静かな環境の郊外に住居を買って（借りて）移り住みたい
家族や親族、兄弟姉妹のところへ移り住みたい
高齢者対応の住宅やアパートに移り住みたい
グループホームに入居したい
有料老人ホーム・軽費老人ホームに入居したい
介護保険施設に入所したい
その他
無回答

85.6%

77.2%

0.8%
0.5%

0.8%

0.5%

3.4%

1.6%

1.6%

3.6%

5.2%

8.0%

1.0%

0.8%

2.3%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

現在の住居にずっと住み続けたい
買い物や通院に便利な市街地に住居を買って（借りて）移り住みたい
自然豊かで静かな環境の郊外に住居を買って（借りて）移り住みたい
家族や親族、兄弟姉妹のところへ移り住みたい
高齢者対応の住宅やアパートに移り住みたい
グループホームに入居したい
有料老人ホーム・軽費老人ホームに入居したい
介護保険施設に入所したい
その他
無回答
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受けたい介護 

受けたい介護については、一般高齢者、若年者ともに「家族に依存せずに生活できるような介護サー

ビスがあれば自宅で介護を受けたい」が上位となっている。前回調査と比較して、「家族に依存せずに

生活できるような介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい」の割合は、一般高齢者、若年者ともに

約４ポイント増加している。 

 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年者 

 

  

7.9%

8.6%

18.8%

17.4%

41.6%

37.3%

13.0%

11.5%

16.8%

12.1%

1.9%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=469)

前回調査（R1）
(n=453)

自宅で家族中心の介護を受けたい

自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合せた介護を受けたい

家族に依存せずに生活できるような介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

有料老人ホームや高齢者向けの住宅に引っ越して介護を受けたい

特別養護老人ホームなどの施設で介護を受けたい

無回答

12.8%

12.0%

28.7%

26.5%

38.5%

34.6%

5.0%

5.3%

10.3%

10.6%

4.8%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=434)

自宅で家族中心の介護を受けたい

自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせた介護を受けたい

家族に依存せずに生活できるような介護サービスがあれば自宅で介護を受けたい

有料老人ホームや高齢者向けの住宅に引っ越して介護を受けたい

特別養護老人ホームなどの施設で介護を受けたい

無回答
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１ 高齢者の生活状況について 

［世帯状況］ 

・世帯状況については、一般高齢者の約２割、在宅要介護者の約４割が「１人暮らし」となっており、

年齢別にみると、在宅要介護者において 80歳以上の４割以上が「一人暮らし」となっている。 

 

【一般高齢者と在宅要介護者の家族構成】 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

在宅要介護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1人暮らしと回答した人の年齢】 

一般高齢者                   在宅要介護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.5%

23.2%

48.1%

42.8%

6.9%

6.3%

10.5%

12.3%

13.2%

13.2%

0.8%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

1人暮らし 夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上) 夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下)
息子・娘との2世帯 その他 無回答

39.4%

40.7%

23.5%

23.9%

0.5%

0.3%

22.2%

23.4%

13.6%

11.0%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

1人暮らし 夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上) 夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下)
息子・娘との2世帯 その他 無回答

40～64歳
0.7%

65～69歳
2.0%

70～74歳
3.3% 75～79歳

4.6%

80～84歳
19.9%

85歳以上
69.5%

65～69歳
27.3%

70～74歳
27.3%

75～79歳
12.5%

80～84歳
9.4%

85歳以上
0.0%

(n=128) (n=151) 
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［住居形態］ 

・現在の住居形態については、一般高齢者、若年者、在宅要介護者の全てにおいて「持家（一戸建て）」

の割合が最も高くなっており、いずれも８割を超えている。 

・住まいの中で不便なところについては、一般高齢者では「建物が古く台風や地震が怖い」が約２割、

「買い物や通院に不便」が 1割強と不便を抱えていることが伺えるが、約５割は「困っていること

は特にない」としている。 

［住まいへの意向］ 

・住まいへの意向については、一般高齢者、在宅要介護者ともに８割以上、「現在の住居にずっと住み

続けたい」と回答し、現在の生活場所への愛着度の高さが伺える。 

［経済的な状況］ 

・現在の暮らしの経済的な状況については、一般高齢者、在宅要介護者ともに、約７割が「ふつう」

と回答している。また、一般高齢者の約２割、在宅要介護者の約３割が「概ね苦しい（大変苦しい

＋やや苦しい）」としている。  



 

10 

２ 高齢者の毎日の生活について 

［認知機能］ 

・物忘れが多いと感じるかについては、一般高齢者の約４割、在宅要介護者の約７割が「はい」と回

答している。年齢別に見ると、高齢になるにつれて割合が高い傾向にある。また、年金などの書類

（役所や病院などに出す書類）が書けるかについては、一般高齢者の９割以上が「はい」と回答し

ているのに対し、在宅要介護者では７割が「いいえ」と回答している。 

 

一般高齢者 

    〔物忘れが多いと感じるか〕           

 

 

 

 

 

 

 

〔年金などの書類が書けるか〕     

 

 

 

 

 

 

 

在宅要介護者 

    〔物忘れが多いと感じるか〕           

 

 

 

 

 

 

 

〔年金などの書類が書けるか〕     

 

 

 

 

［趣味・生きがい］ 

37.2%

32.2%

61.1%

64.1%

1.7%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

はい いいえ 無回答

95.0%

91.9%

5.0%

5.6% 2.5%

80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

はい いいえ 無回答

71.5%

67.3%

27.2%

31.3%

1.3%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

はい いいえ 無回答

26.1%

26.6%

73.9%

72.8% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

はい いいえ 無回答
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・趣味・生きがいについては、一般高齢者の約６割が「趣味がある」、「生きがいがある」としている

が、在宅要介護者ではいずれも約３割となっている。 

 

【一般高齢者と在宅要介護者における趣味・生きがいの有無】 

〔趣味〕 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

在宅要介護者 

 

 

 

 

 

 

 

〔生きがい〕 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

在宅要介護者 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.9%

68.3%

30.5%

22.8%

4.6%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

趣味あり 思いつかない 無回答

28.2%

35.2%

70.2%

60.7%

1.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

趣味あり 思いつかない 無回答

57.5%

64.7%

36.6%

25.5%

5.9%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=478)

前回調査（R1）
(n=479)

生きがいあり 思いつかない 無回答

31.6%

29.7%

66.1%

65.4%

2.3%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

生きがいあり 思いつかない 無回答
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［生活について］ 

（在宅要介護者における日常生活での現在の困りごと） 

・介護・医療・住まいにおいては、約５割が「身体機能の低下（握力や脚力の低下、そしゃく力の低

下等）」とし、最も多くなっている。 

・生活支援においては、「特に不安はない」約３割、「災害時の避難の際の援助」約２割としている。 

 

【在宅要介護者における日常生活での現在の困りごと】 

 

〔介護・医療・住まい〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔生活支援〕 

 

  

52.0%

30.3%

28.7%

25.1%

15.7%

12.3%

5.0%

2.9%

17.0%

4.4%

54.9%

31.6%

28.8%

27.7%

20.3%

16.2%

6.0%

3.3%

15.1%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身体機能の低下(握力や脚力の低下、そしゃく力の低下等)

病気

認知症になること

介護者（家族など）の心身の負担

緊急に施設・病院への入所が必要になること

経済的負担

住まい（手すりの取付、段差解消など）

介護に関する情報の入手方法がわからない

特に不安はない

わからない

今回調査

(n=383)

前回調査（R1）

(n=364)

21.9%

20.9%

20.4%

18.5%

17.2%

4.4%

4.4%

2.1%

32.6%

9.4%

23.6%

19.0%

24.7%

21.7%

17.3%

8.0%

5.2%

2.2%

26.6%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の避難の際の援助

食事に関すること（炊事、栄養管理など）

緊急時の対応（連絡など）

外出に関すること（交通手段、外出の支援体

制など）

掃除や洗濯、買い物などの家事

近所付き合い、地域とのつながり

生活全般に関する相談への対応

その他

特に不安はない

わからない

今回調査

(n=383)

前回調査（R1）

(n=364)
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（在宅要介護者における日常生活での心がけ） 

・日常生活で心がけについては、約９割が「病気の悪化や骨折・転倒をしないように気をつけている」

とし、最も多くなっている。 

【在宅要介護者における日常生活で心がけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必要なこと） 

・住み慣れた地域で安心して暮らし続けていくために必要なことについては、約７割が「健康状態が

少しでも良くなるよう、生活に気をつける」とし、最も多くなっている。 

【住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

［社会参加と地域活動］ 

・ボランティアのグループや高齢者クラブ活動への参加状況は、在宅要介護者の約９割が「参加して

いない」とし、一般高齢者、若年者においては、町内会・自治会を除く項目で「参加していない」

の割合が高くなっている。 

・地域づくりへの活動への参加意向について、参加者としての参加は、一般高齢者の約５割、在宅要

介護者の約２割が「参加してもよい」とし、お世話役としての参加は、一般高齢者の約３割、在宅

要介護者の約１割が「参加してもよい」としており、いずれもお世話役としての参加割合は低くな

っている。  

87.7%

37.1%

30.8%

26.1%

23.5%

20.4%

17.5%

4.4%

0.8%

5.2%

81.6%

40.4%

35.4%

29.7%

24.7%

26.1%

20.6%

5.5%

1.4%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病気の悪化や骨折・転倒をしないように気を付けている

規則正しい生活をするようにしている

家事（仕事）などをするようにしている

何事もくよくよしないようにしている

運動や趣味活動などをするようにしている

人との交流や外出をするようにしている

栄養管理に心がけている

健康に関する教室などに参加するようにしている

その他

特に気を付けていない

今回調査

(n=383)

前回調査（R1）

(n=364)

71.0%

31.3%

31.1%

26.6%

19.6%

12.3%

66.5%

37.9%

31.0%

31.6%

26.1%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康状態が少しでも良くなるよう、生活に気をつける

介護している家族が時々休めるよう、ショートステイ

や通所のサービスがある

自分や介護している家族が困ったときに、相談できる

人や窓口がある

緊急時や夜間・休日に対応してもらえる在宅医療や在

宅介護サービスがある

昔なじみの人との交流や話せる場が身近にある

買い物や外出時に頼めるボランティアや地域の支えあ

いがある

今回調査

(n=383)

前回調査（R1）

(n=364)
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３ 介護予防について 

［認知度］ 

・介護予防という言葉の認知度については、一般高齢者の約４割、若年者の約５割が「聞いたことが

ない」と回答している。また、若年者のうち、介護予防という言葉を聞いた機会・場所については

約２割が「テレビ・ラジオ」、約１割が「新聞・雑誌」であり、今後も引き続き介護予防や健康の維

持に対する意識づけ、きっかけづくり等の啓発活動を行うことが必要である。 

［県や市町村に希望する取組］ 

・今後、県や市町村に希望する介護予防のための取組については、一般高齢者の約６割が「運動・転

倒予防に関すること」、若年者の約６割が「認知症の予防・支援に関すること」と回答し、最も多く

なっている。 

［将来（高齢期）、要介護にならないための取組］ 

・若年者において、将来（高齢期）、要介護にならないための運動や健康づくりで取り組んでみたいこ

とについては、約６割が「自宅や自宅周辺で手軽にできる運動や健康づくり」と回答しているが、

実際に約３割に留まっている。その一方で、約５割については「特に何もしていない」との回答も

見受けられた。 

 

【若年者における介護予防に向けた取組】 

  〔取り組みたいこと〕              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  〔実際に取り組んでいること〕   

62.5%

39.9%

30.9%

20.3%

17.1%

13.9%

4.9%

13.2%

67.1%

45.9%

34.2%

24.1%

18.8%

11.9%

4.4%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅や自宅周辺で手軽にできる運動や健康づくり

食生活の改善

認知症の予防についての知識を習得する

転倒予防など、事故を避けるための知恵やコツを習得する

スポーツクラブ等でマシンを使った運動

歯みがきや義歯（入れ歯）の手入れ方法などを習得する

その他

取り組んでみたいものは特にない

今回調査

(n=469)

前回調査（R1）

(n=453)

31.8%

20.3%

11.5%

8.7%

7.5%

6.8%

3.8%

46.7%

31.8%

23.4%

9.9%

10.2%

4.9%

7.9%

2.9%

45.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅や自宅周辺で手軽にできる運動や健康づくり

食生活の改善

歯みがきや義歯（入れ歯）の手入れ方法などを習得する

認知症の予防についての知識を習得する

スポーツクラブ等でマシンを使った運動

転倒予防など、事故を避けるための知恵やコツを習得する

その他

特に何もしていない

今回調査

(n=469)

前回調査（R1）

(n=453)
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４ 認知症について 

［不安なことや心配なこと］ 

・一般高齢者の約５割、若年者の約６割が「自分や家族が認知症にならないか心配である」とし、そ

れぞれ最も多くなっている。また、一般高齢者の約２割が「自分のことで、最近「もの忘れ」があ

り認知症ではないかと心配である」「認知症になったときの対応や介護の仕方がわからない」、若年

者の約３割が「認知症になったときの対応や介護の仕方がわからない」としている。 

［相談窓口］ 

・認知症にかかる相談窓口の把握については、一般高齢者の約３割、若年者の約４割が把握していな

い。相談窓口について把握している一般高齢者、若年者のうち、知っている相談窓口については、

約４割がともに「地域包括支援センター」となっている。 

・認知症と思われる人への対応としては、一般高齢者の約４割、若年者の約３割が「民生委員に相談

する」とし、それぞれ最も多くなっている。 

【認知症にかかる相談窓口の把握】  

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［認知症サポーターの認知度］ 

・一般高齢者の約５割、若年者約６割が認知症サポーターについて「聞いたことがない」としており、

制度が十分に浸透していないことが伺える。 

41.4%

32.4%

27.6%

16.7%

3.8%

3.6%

0.6%

35.1%

40.1%

27.8%

24.0%

15.0%

5.4%

2.5%

1.5%

30.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域包括支援センター

医療機関

市町村

認知症疾患医療センター

保健所

認知症の人と家族の会

その他

知らない

今回調査

(n=478)

前回調査（R1）

(n=479)

36.0%

29.0%

23.9%

17.9%

4.5%

1.1%

1.9%

42.9%

29.8%

29.6%

23.6%

16.1%

4.2%

2.4%

2.4%

38.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域包括支援センター

医療機関

市町村

認知症疾患医療センター

保健所

認知症の人と家族の会

その他

知らない

今回調査

(n=469)

前回調査（R1）

(n=453)
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５ 介護保険サービスについて 

［介護サービスの水準と保険料の関係について］ 

・介護保険料の算出方法については、一般高齢者の約６割、若年者の約４割、在宅要介護者の約３割

が「概ね理解している（良く理解している＋だいたい理解している）」と回答しているものの、若年

者と在宅要介護者の一定数において「あまり理解していない」「ほとんど理解していない」との回答

も見受けられる。 

・介護サービスの水準と保険料の関係については、若年者の約４割が「保険料が引き上げられてもや

むを得ない（現在の介護保険サービス水準を維持するために必要な範囲内での介護保険料の引き上

げであればやむを得ない＋もっと介護保険サービスを充実するべきであり、そのために介護保険料

が引き上げられてもやむを得ない）」としている一方、「わからない」は約３割となっている。 

［介護保険サービスの利用状況・利用意向］ 

・在宅要介護者の約９割は「サービスを利用している（希望するサービス全て＋一部）」とし、利用し

ているサービスの満足度についても、７割以上が「概ね満足している（満足している＋ほぼ満足し

ている）」としている。サービスで満足している点については、約６割が「心身の負担が軽減され

た」、約２割が「心の余裕が生まれたり、気持ちが明るくなった」、「自由に使える時間を持てるよう

になった」と回答している。 

・サービスを利用していない理由については、約５割が「家族が介護をするため必要ない」とし、最

も多くなっている。 

・要介護認定を申請した理由については、約５割が「家族、親族、知人などからすすめられた」と回

答し、最も多くなっている。 

【介護保険サービスの満足度】 

               

 

 

 

 

 

［今後の意向］ 

・一般高齢者、若年者において、仮に介護を受けることになった場合、どのような介護を受けたいか

については、一般高齢者・若年者ともに「家族に依存せずに生活できるような介護サービスがあれ

ば自宅で介護を受けたい」とする回答が最も多くなっており、その理由としては、「家族と一緒に過

ごしたいから」「住み慣れた家を離れたくないから」との回答が多くなっている。 

また、自宅で介護を受けることになった場合、誰に介護を頼みたいかについては、一般高齢者の約

４割が「配偶者」、若年者の約３割が「ヘルパーなどの介護専門職」と回答している。  

25.1%

30.2%

47.0%

44.5%

10.4%

8.8%

1.6%

1.6%

0.8%

4.7%

2.5%

11.2%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
(n=383)

前回調査（R1）
(n=364)

満足している ほぼ満足している どちらともいえない あまり満足していない

満足していない わからない 無回答
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６ 介護者について 

［介護者の年齢］ 

・在宅要介護者で介護している人の年齢については、60代以上が７割以上と多く、介護者自身の高齢

化による「老々介護」の増加が考えられる。 

［介護者の就労状況］ 

・介護を理由とした退職・転職については若年者の約８割が「仕事を退職したり転職したりしたこと

はない」と回答している一方、若年者の１割強が「仕事を退職した」としている。 

・在宅要介護者の介護者において、介護をするにあたっての働き方の工夫については、「特に行ってい

ない」とする回答が約５割と最も多くなっているが、「介護のために「休暇」を取りながら働いてい

る」「介護のために「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出、早帰等）」もそれぞれ約２割

となっている。また、勤め先に望む支援については、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」「制度

を利用しやすい職場づくり」とする回答が多くなっている。働きながらの介護については、約６割

が「問題はあるが、何とか続けていける」と回答し、介護をしながらも仕事を続けられるための取

組の充実が必要と考えられる。 

・ダブルケアについては、若年者の約３割が「過去にダブルケアを経験している」と回答している。 

［介護者の状況］ 

・在宅での介護を行う上で、現在の生活を継続していくにあたり不安に感じる介護等については、「認

知症状への対応」、「食事の準備（調理等）」、「外出の付き添い、送迎等」の順で多くなっている。介

護者の精神的負担・不安が多くみられることから認知症の早期発見・早期対応をすることが必要で

ある。 

・在宅での介護を行う上での将来の不安については、「緊急に施設・病院への入所が必要になること」

が約４割と最も多く、次いで「経済的負担」が約３割となっている。 

・悩み事について相談できる相手については、「配偶者や子ども、兄弟姉妹や親戚」「ケアマネジャー」

が約７割と多くなっている。 

 

【介護を行う上での困りごとや将来の不安】 

        

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.6%

26.1%

25.1%

14.1%

6.3%

5.5%

4.4%

2.3%

9.4%

42.9%

27.2%

25.0%

18.7%

6.3%

4.4%

5.5%

5.2%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

緊急に施設・病院への入所が必要になること

経済的負担

災害時の避難の際の援助

在宅医療の提供体制（往診、訪問看護など）

住まい（手すりの取付、段差解消など）

介護に関する情報の入手方法がわからない

近所や地域の方々の理解・協力

相談相手（理解者）がいない

特に不安はない

今回調査

(n=383)

前回調査（R1）

(n=364)
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７ 災害対策について 

・災害時（台風や地震等）に一般高齢者の約８割が「一人で避難の必要性を判断し避難できる」とし

ている。一方年齢が高くなるにつれ「避難の必要性は判断できるが、一人では避難できない」「一人

では避難の必要性を判断できないし、避難もできない」の割合が高い傾向にある。また、災害時に

避難するとき、近くに手助けを求める人は約６割が「同居の家族」としており、避難行動において

支援を必要とする避難行動要支援者の支援対策の確立が求められる。 

 

８ 高齢社会対策への取組等について 

［県や市町村に希望する取組］ 

・希望する取組については、一般高齢者・若年者ともに「在宅での生活を続けられるような多様な福

祉サービスや介護サービスの整備」「健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組」が多くなっ

ている。一方、一般高齢者・若年者ともに「成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護」

は１割以下と少なくなっている。認知症のある人など、判断能力が十分でない人の権利を守る成年

後見制度については、認知度の低さの影響が考えられ、制度の普及啓発も必要である。 

 

【高齢社会対策として県や市町村が特に力を入れるべき取組】 

一般高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.5%

36.6%

27.4%

24.9%

24.3%

23.4%

21.1%

17.2%

9.6%

1.9%

42.8%

35.5%

24.6%

23.4%

22.8%

22.3%

23.8%

18.0%

9.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

在宅での生活を続けられるような多様な福祉サービスや

介護サービスの整備

健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組

高齢者の外出・利用に配慮した公共交通機関の整備や公

共施設等（道路を含む）におけるバリアフリー化

地域における見守り活動の促進

高齢者の身体が不自由になっても生活できる住宅の整備

高齢者が生涯働き続けられる環境づくり（就労の場の確

保、技術・技能・経験を活かした就労のあっせん、支援

の仕組みづくり等）

高齢者の生きがいづくり・ボランティア活動など様々な

社会活動への参加の促進

特別養護老人ホームなどの施設サービスの整備

高齢者に対する犯罪（窃盗、詐欺等）や交通事故防止の

対策

成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護

今回調査

(n=478)

前回調査（R1）

(n=479)
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若年者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.3%

36.9%

35.6%

31.3%

27.7%

23.2%

22.2%

17.1%

11.3%

3.4%

39.7%

35.5%

32.0%

32.0%

30.9%

21.4%

19.2%

14.8%

11.0%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

在宅での生活を続けられるような多様な福祉サービスや

介護サービスの整備

高齢者が生涯働き続けられる環境づくり（就労の場の確

保、技術・技能・経験を活かした就労のあっせん、支援

の仕組みづくり等）

健康づくり、介護予防や認知症予防のための取組

高齢者の外出・利用に配慮した公共交通機関の整備や公

共施設等（道路を含む）におけるバリアフリー化

高齢者の生きがいづくり・ボランティア活動など様々な

社会活動への参加促進

高齢者の身体が不自由になっても生活できる住宅の整備

特別養護老人ホームなどの施設サービスの整備

地域における見守り活動の促進

高齢者に対する犯罪（窃盗・詐欺等）や交通事故防止の

対策

成年後見制度や高齢者虐待防止など高齢者の権利擁護

今回調査

(n=469)

前回調査（R1）

(n=453)




